
白鷹禄鷹蛉戌脩ァヵデミー藉蜃袋鶉講座 2◎m年魔貶覇

◆前後期、年二回のペースで開講し、継続の予定です。前期講座では世阿弥にゆかりのある現地を訪ね、後期には生駒山宝山寺を

訪れて、特別に寺所蔵の貴重な世阿弥関連文書を間近に拝見させていただきます。
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味 方 玄 (観世流シテ方)お 話 0小鼓 久 田 舜 一 郎 (大倉流小鼓方)

世阿弥の出自や生涯、業績をたどり、そのゆかりの地もめぐる講座です。毎回世阿弥に関連した曲を取り
上げ、訪れた現地にて、講師お二方に演者の立場から、実演もふくめたわかりやすい解説をうかがいます。

第二十五回 2025年 7月 12日 (土 )

世阿弥と興福寺薪猿楽
理

■受講料  一般 4,600円  アカデ ミー会員 4,200円 (資料費・保険料込)

*公共交通機関交通費各自負担。食事代・拝観料 。奉納演奏志納料は別途当日徴収させて頂きます。
*行程などの詳細は確定後ホームページでご案内

世阿弥は大和猿楽四座の一つ、結崎座の観阿弥の子として大和国、現在の奈良県磯城群川西町結崎に生まれる(1363年頃)。

当時大和には興福寺薪猿楽・多武峰妙楽寺八講猿楽・春日若官おん祭猿楽に参勤して「翁」を演じる結崎・外山・坂戸・

円満井の四座があり、この三大神事に際して四座に加わる形で神事芸能を行うのが、後の観世・宝生 。金剛 。金春の出発点

となる。中でも絶大な勢力を聖俗両界に及ぼした興福寺と強く結ばれたことは、猿楽が発展する重要な要素となった。

現在の薪能の起源となる興福寺薪猿楽は、西金堂 (焼失)と 東金堂での修二会に付随する神事として始まるが、その後南大

門前に場所を移し、能として独立した形で完成されてゆく。世阿弥は薪猿楽に参勤するほか、応永元年(1394)の足利義満春

日参詣の折には将軍宿所であった興福寺塔頭一乗院で演能するなど、興福寺との縁は深い。

世阿弥の出自を語るに、故郷奈良は欠かせないが、十代後半から生涯の大半を京都で過ごした世阿弥が、60歳 を過ぎてから

奈良を舞台とする能を次々と世に出していることも興味深い。世阿弥演能の原点ともいえる興福寺薪猿楽や、世阿弥作とさ

れる奈良を舞台とした曲(「野守」「采女」)を振り返り、世阿弥が故郷奈良にどのような思いを抱き、語っていたかを偲ぶ。

◆講師紹介◆

味方玄 (観世流シテ方 )

父、味方健、片山幽雪、十世片山九郎右衛門に師事。KBS京都テレビ「能三味」監修・演出・出演。2003年新作能
「待月」を制作し、脚本。演出。シテを勤める。青峰会他、独自の舞台世界創作のためテアトル・ノウを主宰。
初回1996年 、京都の十念寺|こおける、蝋燭や等火の光や風も効果的に演出された古風な形の能が好評を博す。近

著に『能へのいざない』など。2004年京都府文化奨励賞、2022年 ・
観世寿夫記念法政大学能楽賞」、2023年 「京

都府文化賞功労賞」など受賞。重要無形文化財総合指定保持者c

久田舜一郎 (大倉流小鼓)

1961年大倉流宗家 。故大倉長十郎師に入門。京阪神を中心に能楽五流の舞台に出演、海外公演参加多数。異ジャ
ンルの音楽とのセッションなど、能の現代性を追及する試みも積極的に行う。長女陽春子も女性では珍しい大倉

流小鼓方のとして活躍中。1998年 日本文化芸術奨励賞受賞。2011年兵庫県文化功労表彰、神戸文化活動功労賞受

賞。2017年兵庫県文化賞受賞。重要無形文化財総合指定保持者。西宮在住。

*10:00頃近鉄大阪線「奈良」駅集合、現地でお話 ,演奏をお聴きした後、昼食をはさんで14i30頃解散予定。詳細は開催日約―力月前に申込者にご案内。
*講座の一環として、先生方を囲んでのお食事 (約 3,000円 )を ご用意しています。こちらは当方でご手配します。

当講座の詳細 ,お 申込みはこちらをスキャン →
白鷹禄水苑
〒662‐ 0926兵 庫県西宮市鞍掛町5-1
′
I｀E:L0798‐ 39-02351i:AX0798‐ 39‐0236

E― ma‖ :rokusulen@hakutaka.ip
URL:https://hal(1」 takajp/shop.htnll
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鼈 白鷹禄水苑文化 アカデ ミー サ ロンの よ うにゆ った りとした空間で、

学ぶ楽 しさを味わい ませ んか ?

西宮の蔵元 「白鷹」の文化施設、自鷹禄水苑は、造 り酒屋が本来担ってきた 「地域文化の応援者」という役割を今に継

承することを目指し、様々な文化イベン トの開催とともに、独自の講座を開設する「白鷹禄水苑文化アカデミー」を運

営しています。白鷹禄水苑が、地域文化の拠点として、また地元西官をはじめとする阪神間の方々の豊かな知的交流の

場となることができれば幸いです。皆さまのご理解、ご協力を賜 りますよう、よろしくお願い申し上げます。

■ 「演 者 と 巡 る 世 阿 弥 」 受 講 に つ い て    入会金不要、どなたでもご参加いただける特別公開講座です。

申し込み用紙にご記入の上、事前に禄水苑までお申し込みの後、二週間以内に受講料のお振込み、あるいは

禄水苑カウンターにてお支払いをお願いしております。

<お振込み先> 三菱UFJ銀行 西宮支店  普通5065562 ハクタカ回クスイエン

(恐れ入りますが、振込み手数料はご負担願います。)

①ご入金をもって、正式な受付とさせていただきます。

②ご入金後のご返金はいたしかねますのであらかじめご了承ください。

③ご欠席の場合、欠席されたご本人に限り同年度内に開催される他講座への振り替えも可能です。

④開催日から逆算して30日 以上前にご連絡頂いた場合に限り、同年度内後期(3月 予定)の 同講座への振り替えも可能です。

生駒山宝山寺と世阿弥関係文書

生駒山宝山寺は真言宗に属する大本山で、延宝6年 (1678)、 宝山寺湛海律師の入山によって

中興され、般若窟に弥勒菩薩を安置し、不動明王を中尊とする本堂と歓喜天を祀る聖天堂を

中心として、生駒山東斜面中腹の急傾斜地に諸堂を配置する。

宝山寺が有する数々の寺宝の中で異彩を放つのが、世阿弥自筆の能本を含む金春家伝来の能楽

関係の伝書で、第十五代管長隆範和上が金春宗家の兄であった縁で移管されたと伝えられる。

◆白鷹禄水苑主催の講座や催事はインターネットからもお申し込みいただけます。→ https://hakutakajp/shop.html

白鷹禄水苑
〒662-0926兵 庫県西宮市鞍掛町5-1

TEL0798 39 0235 FAX0798 39 0236
E― ma‖ :rokusuien@hakutaka.ip
∪RL:https://hakutakajp/shop.html

『7/12演者と巡る世阿弥 (前期)』 受講お申し込み書 FAX 0798-39-0236【 2025年前期】
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□ (2025年7月 12日 )
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